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資料

昭和戦前・戦中期富山県の感化院・少年教護院における

職業教育の実科からの分化とその要因

立浪 JJJj子

本研究では、 11昭i沼z手和i丹11戦i段史前.i戦i伐没i中T干ヤ:1寸i
分化とその要 i因週を i明り明3 らカか、にすることを I~自Eヨ!的とする O 樹徳学問では実科として主に農業

が実施されていたが、その目的は人絡・性情の陶治、不良化の改善、勤労精神の育成

などであり、農業で I~Ii舌を可能にしようとする意識は希薄で、あった。 皮-業による実科

は全国iねな傾向であり、その翌日出は農業の絢治効果が認められていたこと、より職業

に結びっく実科は実施が四期f~だったことであった。樹徳学|重!は後援機関を通じて授産

JJ)jーを設立し、職業教育の実科からの分化という過程を取ることで職業教育を実現した。

授産場ーではミシン裁縫および西洋洗濯と二種の職業を用意し、子どもの適性に合わせ

た教育を実施しようとした。 職業教育を実施できた要因は授産場設立のための!日。政支

援および専門家の協力が得られたことであった。

キー・ワード: LLi県感化院少年教護院実科職業教育

しはじめに

昭和1i堤前・ 1i安rlJJtJJの!芸化院(lIjj手119年以降は

少年教護院)は、不良行為をなす、あるいは不

良行為をなすおそれのある子どもを対象として

おり、現在の児童 I~I 立支援施設の前身となった

施設である。

我が医jの感化院は、 1880年代から 90年代に

かけてまず民間によって設立され、 1900(1別治

33)年の感化法公布によって府県立感化院を設

設する制度が成立した。さらに 1908(明治41)

年の感化法改正により府県に感化院の設誼が義

務づけられ、 3年後の1911(明治44)年までに

各府県に感化院が設置された(二井 [2010J21， 

170;社会局 [1930J47-68) 0 その後、感化抗は

1934 (lIjj手[19)年の少年教護法施行により、少

年教護院と名称を改めた(厚生労働省雇用均

JAi，皮大学大学Itie人11¥j総合科学:初i究科
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幸子・児童家庭局家庭福祉課 [2014J16)。

感化院・少年教護続の実践にIV，jわった人物の
なかでも、現代においても「感化事業の父」と

して高く評価されているのが1899(1別治32)年

に東京・巣鴨に私立感化院、家庭学校を設立し

た税同幸WJ(1864-1934)である(厚生労働省雇

用均等・児童家庭局家庭福祉課 [2014J16)。子2

1司は農業に「天然の感化力」を認め(二井 [2010J

220)、不良少年の感化にJ民業ほど効果のあるも

のはないと考え農業の力を信頼していた(二井

[2010J 221-222)。そのため、家庭学校では子ど

もに対し午前l十iは学業を授け午後は労働を課し

ていたが、労働の内容は農業を第 A とした(二

井 [2010J107-108)。さらにもJi阿は、 j農業を行

うことで子どもの成長を目指し卒業後も定住で

きる「コロニー・システム」を構想し、 1914(大

正3)年には北海道に家庭学校の分校および農

坊を開設した(二井 [2010J216-223ぅ344)。

tYl岡が家庭学校で行ったような農業実践は、
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昭和知jの少年教護院においても見られた。 1934

(lIij~{1 9)年に施行された少年救護法施行令第

五条に定める実習を少年教護院では実科、実

科教育あるいは実業科実習などと呼び、子ども

は午前に学科、午後に実科を行った(佐々木

[2012bJ 169)。実科の1]抗日土佐々木 (2012b)に

よれば、①体験的な尖背を通じ、不良の改善を

l:glること、②職業技能を身につける職業教育を

行うことであった(佐々木 [2012bJ170)。実科

はどの施設でも行われていたが、大多数は民

業であった(感化教育会 [1928bJ85;佐々木

[2012bJ 169)。

佐々木 (2012a;2012b)は全m{1の少年救護院に

限jする実科の全体{象について、膨大な資料を整

型H.分析し明らかにしている。また、イ左々木

(2012b)は農業によって「情操の絢治」をl:glっ

たこと、大規模な施設の実科で、は将司との職業と

なる、 I~l活のための職業教育も悶られたこと、

戦時休HJIjが強化されるにつれ、実科の I~I (I~が人

格・性情の附治、勤労精子111の育成から、心身の

鍛錬、食粧のi'~j主に変化していったことを指摘

している(佐々木 [2012bJ172-245)。だが一施

設の尖科の目的や内容がどのように変容して

いったのかについて詳細に論じるものではな

し】。

感化院・少年教護院の施設史を論じた先行研

究としては、東京感化院、千葉感化院に関する

長谷川仏教文化{iH究所/?ij;)(1!&¥大学アーカイブズ

(2011)、W{I珂と家!定学校に関するこ;)1:(2010)、

111 洋 (1999)、高瀬真抑111と東京感化院に!羽する

長沼 (2011)、w萩iJJ実務学校;五十年史J(萩iJJ

実務学校， 1951)など各施設の記念誌等がある口

それぞれ各施設の通史や院長の忠想などについ

て重要な事実の発見や考察がなされているが、

実科の内容や役~!fJjの変遷については ~I-分に明ら

かではない。

lIij不iドi史(JiT. ij役r!:IW]においても多くの感化院-

少年救護院で、農業が実践された耳目[1]は、印刷の

影響だけでは説明できないだろう。 農業が実科，

の '1-1 で実 I~fí'~ にいかなる比重を!日めてきたか、な

ぜ多くの施設でj長業が実践されたのか、感化院-

少年救護院の実科にはいかなる変容が見られた

のかについて、さらなる検討が必要である。そ

こで本研究では、昭和戦前・ ij没+IJU]の感化Il:ie• 

少年教護院における実科および戦業教育-の I~I

(1句、内容の変容とその要因について明らかにす

ることを I~In<.Jとする。

相f究対象は7古111り羽(以下，制徳学

長1) とする。悦徳学muは、 1909(1川i[i42)年に

山県の代nJ!さ化院の指定を受け、 1916(大TE

5) 年には県立!出化!児となった。 jJ~在の名称は

LU県立富山学協(児主 I~I 立支援施設)である。

倒徳学i誌を研究対象とする第-の耳目11=1は、倒徳

学部が実科に炭ー業を取り入れていたためであ

る。第二の耳目EHは昭和WJに入ってから定員およ

び敷地而積を拡大しているためである。した

がって、当時の院長らが実科における実践的安H~

の理EI:!として挙げる施設規模の問題について考

察することが可能である。考察にあたっては、

感化院・少年教設iblの実科および職業教育の全

!主11ねな状況も検討し、制徳学mIIの実科およびl鉱

業教育の全国における位佐づけを踏まえるもの

とする。そのため分析の「矧u坑7克丸{}点i
i間芸詞iの実宇科科iト，およひび、}職i搬依業救育における民業の{位立i泣i註立づ

け、②樹徳学i誌の実科および1[1託業教育に見られ

る変化、③実科および職業教育の変化における

全国的な傾向と樹徳学閣の特徴という 3つの観

点から分析を行う。

研究対象とする 11寺川は、 Wil刊の実践から11寺Jm
を経て、感化院・少年教護Wjeの実践内容に変化

が生じていると考えられるi昭和初期lから、太平

?e'(:: ì政争ーに 1.'1~¥;、lj役11寺休fliljが強化され、勤労動員の

尖施、学科の{亭!と、食不えなどにより少年救

護院の実践がi型羽í~ になっていく(佐々木 [2012aJ

286-323)夜前の 1942(11日和 17)年頃までとする。

樹徳学出iに関する先行相f究としては、まず創立

80周年記念誌(沼山県立寓LU学屈し 1989)、100

周年記念誌(富山県立富山学mil，2009)等があ

る。これらの記念誌は戦前から戦後および現代

も合めた記録であるため、 i戦i政史而前j. l戦i決没11十刊!十:

ては伐筒ii潔緊に;記;記己されているのみでで、あり、 この11寺WJ

の実科および職業教育の詳細まで、記ji返されてい
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るわけで誌ない。ま~、

化1;完の記埠i

イj寿rLrの

に関する武敢な

数多く しその!jE史をち起こしているが、

の部から昭和初期頃までをrl:l{、と

しており、それ以降については i分1安討されて

いなし」全i司教税協議会 (1964)の

;六)_.{I三jでは、 WJ 以降から

[1936J仏

校を

おり 1)

また、 もイ低段 くi窃十円げtγ寸寸d?守常

も

11叩Jり県j芸L 

を記jlましているが(全国教護協 IJ11た(市ILiV芸立総l.Î~~学協]， ] 

主な資料としては、

機i完 IL! 

-少年教護

nJいる。

なお、 史的研究であち、)昔話は当

)FJいる。

1 棋譜学爵における子どもの実態と

1 .子ども

1935 10)年発行の「木県

との実では、 1言問主学に入る必要のある

もを f教護少年jとn手んでいるむまた、

ではなく 「教護少年」と 11乎ぶ玉虫ElIにつ

いて次のように述べている。すなわち、少年教

護況に入る子どもの多くは、あえて不良行為を

しなければならなし

らじっ人十各を

を一与えるべきでないからだという{詰LU

[J935] 

な

をしなけれ{まなちなし寸とはいか

ろうか。相徳学間では、不良イヒの

(10，先天的)およ

(後天1'1<])が考えられていた。 遺伝的とは父母

又は祖先の性格気告を蓄財ミすること、天的と

は父母または士の病的出品なら

[J935] 2)。

剖家庭出身

_-

間では子どもの不良化の発生垣間は

弱、貧i話、父母の不在、家庭不良な

境によるもの

不良の子どもに対し

出iは人々に対し、

を抱くのでは

1'-1諜

る状況

見られたことであっ

77 -80)。しかし、昭和に入ってから25名かお

50名まで‘定員を大きく 1首やしている口 1939

和年の;許認学問の定員は50名であるが、

ぬ40(11託手1115)年の調査によれば、少ない

で、秋田県の千秋学誌の18名、多い誌設は

府立修語学院の204名となっているく弱地

33ふ o 50名という定員は全自の

してお号、

も1933(1I{::1手Ll8)年に

1，800 から約三000王子とな

した(富!l
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そのほか「慰安娯楽」として温泉地・景勝地へ

の旅行、水泳、音楽会、活動写真の鑑賞などが

行われていた (Fig.1)。他府県の施設同線、午

前1:1:1に学科、午後に実科を行う El~~~であったが、

夏季のみ午前中に笑科を行い、学科は午後にま

わされていた。また、冬季は通常 51l寺起床を 1

11寺1M]遅らせ 611寺起床となっていた(寓山県立樹

徳学国 [1936J16)。季節の条件に対応した 1=1fi~~ 

をおiんでいたことが窺える。実科教育で、はl誌業

のほか、風船張り、竹系111工、後援機関である135

LL!成徳会(以ド，成徳会)2;でミシン裁縫等を

行っていた(富山県立樹徳学留， 1935;寓山県成

徳会 [1936aJ3)。

世間が家}定学校で採)目した影響および!~イヒ院

において最も適切なilJlJ度と認められたことによ

り、全国の感化院で広く家抜i!JIjJ支が採用されて

いたが(社会局 [1930J70同71)、樹徳学問でも夫

婦の職員と子どもたちが家族舎で共に生活する

家族制度を実施していた(富LLJ県立樹徳学園

[1933J 299)。食事では量を十分に与えること

が重視された。 I~~J 魚類を与える、 I1JJ 食をさせる

ことも考慮された(富山県立樹徳学園 [1933J

23)。その他、月に一度程度二宮尊徳、布告木正成、

赤松浪士らの話を聞かせる件人祭が行われたほ

か、書初めや修学旅行、海水浴などの行事が実

施された(富山県立樹徳学国 [1936J21-24)。そ

社会教育 児 ?it 文庫、 1~11台訓年l!、神仏参拝、社会見学

の後、職人の家庭などに委託して職業教育を授

ける、または自宅に帰ることとなったが、その

時刻jの決定は樹徳学閣のj隊員にとって慎重を要

することであった(富山県立樹徳学国 [1933J

28-29)。

これら樹徳学閣の実践内容は、学科および実

科があること、家族f!iIJJ支を採刑していること、

娯楽が)有志されていること等、佐々木 (2012a;

20l2b)が示す当時の他の感化院・少年教護院と

多くの点で共通している。;宇;;LL!りさで盛んであっ

た売薬の土産111711を製作する紙風船振りを実科に

取り入れたり(富山県立制徳学留 [1929J24)、

夏季に実科と学科の11寺1111;出;を逆にする対応な

ど、他の施設ではあまり見られない樹f忠学園独

自と思われるものもあるが、倒f忠学閣の実践内

容はおおむね全国i'1~ な傾向と大きな述いはない

と言える。

ill. 農業を中心とした実科の意義と課題

1 農業を中心とした実科の内容と目的

1929 (昭和 4)年頃の樹徳学園の実科は、農

業、手工であった。 f設業は自然に対する認識力

の啓発、自然に対する愛若、人格・性情のi淘治、

勤労の良習の養成、心身の発達などを I~I 的に花

弁野菜類の栽培、稲作を行った。この頃の農業

の詳細は不明であるが、 1935CI1s和10)年の記

学科教育 小学校{こ再三ずる能力本(立の{[&!'ijIJWi将: j直当な家i
J迂へ委託!

um 
家庭の!})~ 砂;舎各定員|名

c) 17三!
i主j IW!盟主II[諭

1:1'.'1';教義
日"可~~ミd千 タト

ぴ〉
実科教育

!IJiX徳会洋Im{f[1

づI人u 
1':11易なる三f:=仁

U) 

養
ミシン1&縫 j宅 'ii昌信連絡

3隻 ilRh I日j奨励
つは

初ltL式

道徳教育
{i韮 Jを ~Iilili~ 実家へ仮:

{tjt人祭 退院11

lでl民記念講話

慰安娯楽
旅行、速足、水泳、運動、競技音楽談話
会、活動写真等

UJ典.富山県立樹徳学I~fl (1ω:3)体系121をj去に作成

Fig.1 富山県立樹徳学!誌の処j山内容
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11{{;f:IIJj主IJIf'ìj支 I:I:!JUJ富山県の!出i己主・少年数F~院における j設業教育の実科からの分化とその~I万

によれば、部、麦、野菜は葱、 1=1'づら、

瓜、馬鈴薯、人参、市)Jl、花はパラ、ゼラニウ

ム、ダワヤ、社-FJーなどを栽培しており多彩な内

容であったことがわかる(市山県立揖語学

。加えて、 1929(昭和 4)年頃に

な

百三 tJを行つ

これ

1L! 

に欠陥ある子ども いという認識

から、実科は職業教育も!日iさとしながらも

は身体の毅錠と人栴・情のI)/IU冶にきを

いており、そのためにi箆業を主とし手工をiJi:せ

行うものであった

23九 1935(11百平1110)年頃には竹細工、訟ない

)なども行っていた詩人これら

な一部の子にi恨られた。キょ:u弘吉台張りはよち

簡易であり、多くの者が行える作:業であった

Jj';J 

あ

奨

っていた

職業教育というよりも人務ー

にAきを註冬、 している樹詑:

.少年教

だったのだろうか。

とされる

創立者のf:Y.tl河によち感北誌の子どもに

せることを重抗していた。 I司掠に、rv=Jr合JVJの東
「更生の効

11ム教文化研究所

けでな

においても

( Ili'l和計年には、すでに各舟県に設定されて

いた感化読の 9却が災科として農業をわーっでい

た(感化教育会 86-90九農業は

の実科のと

れていたの

忍語:j~力、

工、藤幸Il!工、 かったほ

編み物を課していた(感イヒ

明れらは、携徳学!認の

と

と、将来のj設業として底活する

して実旋する

はI持者であ旬、

手兵主111工、

;立、 1929(11百手114)年頃には

も的に挙げつつも人格・告:告の陶冶

の育成を第一の 1~11'!'0 としていたむ

しかし1931 (1I {:1 和 6) 年号{になると、 I~I

をfr:ることが人格・誌の陶冶とIrlj

で実科のEJ1ちに)Jllわり、それまでよりも従特に

くなってくる。さら

に、この11日前にはそれまでの農業や紙風船張り
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うになった

れは、後援機関である

今三

したことによる。

だけでなく fこれで自活ができるJ

16)生業を授けるためであった{

16) 授産場は退屈者、仮退 I~II 者を

;まか、

られた場合はミシン裁経

[1931J 43主;惇詰京']λλ惨:LL… 立4樹古剖1"{右j主f芋i鵠逗謹; 

らに、 1936(1昭和11)

し、新たに

-
汁

υ

'
'
司
H
r

を

く するようになっ

ていくむ

々本 (2012b)は、

も、大阪、京都など大きし

iちな実践が見ちれたことを

本 186)

I自が大きく

ら

223)、1939(11):1和

(1'0は、すでにミシン

行われていた1931(昭和引年から目立った変

化はえられず、 1933(昭和 8)年の能拡大に

よる彰軒町立大きなものではな ¥;iOすなわち、 1939

写11]4) 年においても実科の I~I (I'J誌自

しみや人格・

に近づいたわけではな

く、規模の拡大が始まるi誌にわこわれ

1m設によって犠業教育の実路という変化が始

まっているのである。

樹1!1と学訟の各年の;問主!.後退i主i

良 JJ)J子

IYjであるが、 1909

(11[1和 8)年までに退語、仮:1出題ノ事となった者100

名のうち、農業に滋んだ者はわずか11定!となっ

ている(富山県 14)0W、後も 1939

] 4)年に;ま183~I r!:l 13 
，
 

i
 
z-
-
3
 
1
 
i
 193目、 1941(11s和J1前年でも 210z.:r 1+114名

LU車社会制 39)と、実キlでj民主ミを;重視

していたにもかかわらず皮二業を

V く一部であっ

と結びつかないまま

樹徳学問

むし

i110)基揺さが加わり、 I~:Iを 1=1(1ヲ

つ

喪中，むとした

f事向

と全国的な

た

を主とし、人搭.'1~1:'n!Jの l;frJrfi 

の感fヒi淀・

のであろうか。

るむすなわち

汗を流してf到く

じついても立

し3う(11/{El:! [194JJ 

し

に耐え、黙々と

とを学ぶことでどのような職

として奉公できるのだと

習

情ならなく もよし¥¥ J[i設工に

した(在宅

I~I (1さはあ

なってもJW.安部iになってもよい

EE! [1941 J 38)。つまり横EE!は、

くまで I~l

していt::.o

はJI又容定員35名の小誌な路設
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1I(:1fll)j知1iT.戦中WJ笥1I1県の感化院・少年救護院における職業教育の実科からの分化とそのWII(I

であったため、実科は農業がで、きるのみであっ

た。学校長のiu:IlJ冴勝一(1876-1954)は、 9己主の

個性に応じ多数の実科種目を取り入れて職業的

訓練をなすことがJ設も望ましいとしながらも、

適性適臓の指導方法を立てることはかなわず、

炭すたに重きを世かざるを得なかったと述べてい

る(御厨 [1941J16)。また、 )11仁i県立育成学校

の末宗)投I"J(1882-?) と野村太1m (~I::.没年不詳)

は、育成学校が収容定員30名だったころは実

科はj長業一本で忍ばなければならなかったが、

定員 65Z:Iに拡大した現在はj長業と工業とを実

科として採用できるに主ったとしている。しか

しながら 1940(1山手1115)年当時、「人的資源欠

乏」のために農業とは呉なり工業教師の有資格

者を雇rFJできず、やむなく恨資格者を代別して

いることを「遺憾」と述べている(末宗・野村

[1940J 60)。イ左々 木 (20l2b)も指j出しているよ

うに、木工、 1:IJ~nlj 、~~(~裁などを実施しようとす

ると、指導できる専門者、作業室、運営費用な

どの1i{ii保が必姿であり容易ではなかった(佐々

木 [2012bJ186)。東京の萩山実務学校長を務め

た向日]T[法 (?-1960) も、実科の種類が少ない

ために院内で、適性適i肢の指導がで、きず、退銃後

に延長しなければならないこと、在l沈1:1=1の実科

と退院後の職業の関係が微弱であるため、「少

年救護院に於ては職業教育も精一杯ゃれない

し、個性認識としてのi械業指導も極めて 11愛i床」

と IID~v ¥た(烏EE![1940J 55) 0 

感化院・少年救護院の実科は、職業技術の11)(

得よりも人倍・性情の陶治、勤労料s1111の養成、

不良の改善などを目的に炭業を主に行った。し

かし、 j職i段注業教育の実施や1様菜々 なj泊白自仕針;，イぞ'1空性i七!
業選J択1尺ミに:繋;繋客がる、 j民業以外の実科をl!)(り入れる

ことも望まれていた。にもかかわらず農業が実

科の中心となり続けたのは、人格・世1:'I'j!j:の附治

や不良の改善に農業が効果的で、あると認識され

ていたほか、 J~J:'it{~以外の実科はやりたくても施

設によっては実施が出!日wであり、民業であれば

その他の実科に比べ実施しやすいという安仰

があったためである。大j坂府立修徳目白のRE肝i径

がi(1882-1975)は実科は感化の手段とすべきで

それに幾分職業教育の意味を加えるべきだとし

ており、国立武蔵野学院長の菊池俊諦 (1875-

1972) も賛同し、教育主義と職業主義との折衷

を取ると述べた(富山県 [1931J27)。しかしな

がら、熊野は後に国立武蔵野学院長となってか

ら、実科を!とIi古に結びつける重要性を主張する

ようになる D 熊野は少年教護院に精神薄弱氾が

多いこと、年少者が地えていること、気が変わ

りやすく一定のi慨に就きにくい子が多いことか

ら、 I~I iï~， に結びっく教育がし õm丸、と述べている D

したがって、いかなる子どもであってもでき、

特殊の設備や教r:wを安しない農業が選ばれるの

はやむを得ないことだとした(熊野口941J

7-8)。しかし、基礎的陶治だけで、は物足りない、

彼らを「独立自営」まで築き上げなくてはなら

ないとも述べている。すなわち、 j長業だけを行

うのであれば少年教護院の経営も安楽で健康や

情操陶治にも効果があるが、実際に退院後j支ー業

に従事する者は極めて少数であり、自活のため

には農業以外の実科が必要であると主張した。

だがそれは20人、 30人の小救護院では困難な

ことだとも述べている(熊野[1941]7-9)。いず

れにしても感化続・少年教護院だけで I~!i舌でき

るだけの職業技能を身に付けることは難しかっ

た。また、大正末期にはすでに、 j支二業:は不利益

でありこれからは工業の位であると述べる感化

院職員もいるなど(感化教育会 [1925J197)、

農業は職業として成り立たないと考えられるよ

うになっていたと忠われる。 以上の理由から、

人格・性作jの I)~U ~台は実科の 1~11~1~ として欠かせな

かっただけでなく、実科の目的に人格・性情の

陶 ~Éì を誼かざるを得なかった。

昭和戦前・ i戦i段史i仁=1十判iト;

i院ザ涜iで、J炭長業がその他の実科科，より実施しやすかつた

r耳均即!リ型i口11山j主卦:1はさらなる検討討-が必安でで、ある O まず、 明治
則1からの継続で敷地や救出liが時保されていたこ

とが理El:1 として挙げられよう。 J民イ/I::~却を二F1Jt た

ちの食事に活用したり、販売して売り上げを子

どものllcj:金としたり j荷県の歳入とできたこと

も、良二業が感化院・少年教護院の実科として好

ましかったJlllalと忠われる(寓LLiU~J，五樹{忠学
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立?l~ }j}j子

j霊1， 1939)。さらに、農業は普通以下の知能を

有する者や「知能低格」な者にとっても最適な

作業と考えられていたことも(池田 [1939J72; 

佐々木 [2012bJ180-185)、度ー業が実施しやす

かった大きな坦lE!=jであろう。

しかし、職業教育が不安と考えられていたわ

けではなく、実施が可能な施設は職業教育を行

い、そうでない施設は職業教育の方法を模索し

た。また、職業教育の実施が邸主itな理由として

は、施設規模が小さいことが挙げられることが

多かった。

ν.職業教育の実現とその背景
1 .授産場の設立と職業教育の実現

それではなぜ樹徳学園で、は施設規模が小さい

時期から職業教育を開始することができたので

あろうか。後援機関として樹徳学園の職業教育

を担ったのが、 1917(大正 6)年に設立された成

徳会である(富山県成徳会 [1936aJ3-4) 0 1929 

(Hi3*1] 4)年頃の成徳会は、退罰した者が再び不

良化することを防ぐために必要であるが公費で

は支弁し現住し司王業の実施を 13的としていた。た

とえば退闘した者が疾病の際に医薬を給する、

職場を解雇された際に一時的に滞在させる、上

級学校へ入学させて学費、食費などを給与する、

などであった(i守;山県立樹徳学医I[1929J 26-

29)。成徳会は1929(昭和 4)年に、授産場とな

る会館を樹徳学邸内に設立、職業教育としてミ

シン裁縫に着手した(富山県立樹徳学園[1931J

30;富山県成徳会 [1936aJ3)。樹徳学i誌に在庫i

する子どもの 1:1:1 から j~過や適性を考慮して選抜

し従事させ、多年の経験を有し技術の優秀な者

を顧問とし、熟練の教ni!iが指導する体fljljをとる

など(羽柴[1933J19)、本俗的な職業教育をし

ようとしたことが窺われる。成徳会は仮退i却し

た子どもを受託して職業教育を行ったほか(定

J家[1937J26)、{反退i室i前の子どもにも実科とし

てミシン裁縫を行った(i芸LU県 [1931J43)。

成徳会のミシン裁縫は1932(昭和 7)年には

2β00 円の収益を上げた(羽柴 [1933J19-20):n 0 

さらに、 1936(昭和 11)年までに数名の自活者

も出したほか(富山11芸成徳会 [1936aJ8)、成徳

会に収容されていた子どもの一人が助手に採用

されるなどの成果を見せた(羽柴 [1933J20)。

ミシン裁縫のIj司立合から 7年後の1936年(11{3和

11)年には、成徳会支出予算額の 3分の 2を洋

JM裁縫(ミシン裁縫)古15の収入予算でまかなう

に至った(富山県成徳会， 1936b)。実は、樹徳

学i誌が輿 EEli、、J稲荷から iJí~~I~11i奇村に移転後も、成

徳、会は奥田村に残っていた。これはミシン裁縫

の事業は富山市を 1:1:1心に行っていたため、市を

離れては経営ができないと考えられたことと、

子どもの委託も富山市が中心であったためであ

る。そこで、富LlJ市の中心部に近い奥EEIi寸のJ受

産場はそのまま成徳会支部として残し、新たな

移転先である j二新J1111日浜黒 111奇村・の敷地内でも

別に一棟新築してミシン裁縫の基礎を行い、見

込みある者を支部へ送る計画となった(羽柴

[1933J 20)。ただし、結局は 1936(1Ii3和 11)年

に富山市赤江に授産場を新築し、奥田村の建物

も残され1939(昭和]14)年頃には職員居室等に

j刊いられている o宮山県社会諜 [1939J55)。こ
の!I寺の赤江での授産場新築により、凶洋洗濯も

授産場で開始されたのである。西洋洗濯は「体

力のみを11文相とすべき少年J(定塚 [1935J16) 

を対象としており、ミシン裁縫や他の業務が

できない子どもが行ったものと忠われる。 四i-r~

洗濯もまた成徳会で、洗濯教fJiliが雇用され、子ど

もを指導した O!オ団法人富山県社会事業協会

[1937J 64)。なぜ成徳会ではミシン裁縫だけで

なく、四i~(:_洗濯の授産場も設立したのであろう

か。成徳会では、全ての子どもを同ーの職業に

つけることができないことはよく認日哉されてお

り、それぞれの適性に応じた職業選択が重要で

あると考えていた Ci富山県 [1935J19)。そのた

め成徳会の授産場も複数の職種を希望し、 ミシ

ン裁縫と西洋洗濯の二種を実現したのである。

職業教育の実践は、京都府立iJll場学校や大阪

府立イ'1~1!Bí~Hi で、は大正月jから行われていた。施設

内で職業教育を行ったのが京都府立浜脇学校

である。ミシン裁縫、木工、竹工、手!日ない、農

業を l~l活の「職業準備教育」とし、活版印刷jは
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昭和i戦前・戦中WJ誌iJl県の感化院・少年救護i抗心おけるJli設業教育の実科からの分イヒとその安出

「純職業教育(!として iミi的を12:別していた。そ

して活版印樹については退段の翌日から印澗工

として日給を

202-204)。また、

@I切にI;fiu冶

化教育会

立穆怨館では、

ぷλ 吋寸、
三三;; '-

している

しかし会がら、こうし

j切においては全国的

かった。たとえ

ミシンによる

が本(:l~ な実践はほとんどなかっ

辻800円の型tHJをかけ職業教育を

するなど、職業教育

は、 Hi~手111'1J

えな

よらど

った

のように、人格・

びつけることを詩的とした

する施設も児られたが、

ミシン裁絡であり、 としたわけ

しての道はf史業以

河台民主が見ruされてい
tU二のよう

うよりも、

で"

にー- なると考えられてい

い作業を、

ること

lこ主主

え
」
ら

っび

しつつ職

、人格・性-1言の

1941 (11自手L11前年授の2年1mで、ミシン

は10名、西洋i先は3名が授産i坊に受汁

に;主主らなか

1M]に I~:j~f:ì ，l-j、昨

入れ、授

として譲能し

えよう(寓山市社会諜 [1943J42) 0 

2，後援機関による職業教育の実施と地域の

支援体制

入れられている。

も少なくなかっ

および成徳会は、

したのであろうかむ彼らは、

とを理想:!としていた

しかし、前科を

子どもにとって

大，
e. 

に爺す

また、他家への

を填重に見定める

も

となっ

山県成窓会

。しかし、

がそうだったわけではなし'0

かち 1935(11訂正J ij三まで樹

な場合が多かつ

は委託先の綾

必要があり適当な

り

会で追当

みが多く自

11んまた、

iヨしている

立修徳学院
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も大都市にあることから職業を授けるのにさほ

ど不伎を感じていなかった(山県

。稲井来や大阪府とは呉な与、述書な

あった富山県では、

よ1]i高かったと忠わ士しる。

をま会める以前は、県のl1JJn究会

のほか財政を寄付等に頼る部分が大きかった。

から

県より

ほか、

良 )J!J子

会人 1930(昭和 5)年頃では字数近くの府県が感

化慌の後援者支出を品三っていなかった(社会局

[1930J 

職業教育に

む

る。 1933(1昭和18

i翠とは別

i誌を しくなっていったのそし

て1942(1現在日わ年の企業整1i1H令によりミシン

さらに 1945(11苦手1120)年

広徳会誌解

1947) 散となった u常1'-1

V.結語

、通常'会 1929 (昭和計年頃ま

詩文J[)(しfニo 1936年干1111)年 人格・

号、侯爵前田平IJ為 (1885- に行ってお号、職業教育

LlI県 かったむしかし 1931 (IIB~{1 6)年頃に辻出

その他 基誌を得ることも目的として重視されるように

なったむそのjL?景に辻宮内省、内務省から

を持て設立された後援機関において、 ミシン

行うように去ったことがあるむ

職業教育は]936 (11(1和 11)王子には「体力のみを

取柄とすべき少年(定塚[1935J16)を

した西洋{5tiW!.が)Jnわ号、子どものj遺児1::にJ，0じた

を実施しようとしたむミシン裁縫およ

の対

、
，f、、di
 

f
l
 

斗
7
A
，l
 
i
 
j
 
いた(富山県成徳会 11-18)。

また、授産場で技術を教える教師にはその道

19)。

した1ヲ33(11日平118年)年は、

ため樹徳学mllと

t:.っfこわ
U-l県以外の北1;余地方の

をしていた

は

をI+I，L'
びっくもので誌な

でも共)1主し

ることカ， l~l され。ていたわけで辻
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1I({T'llij従前・ ij主111Jf)J'6¥' I11県の感化院・少年救護院におけるJffit業教育の実利からの分化とその史的

かった口職業教育の対象ではなかったJ民業が多

くの施設で実施されたのは、良企業が感化i涜・少

年教護i涜の子どもに向いている、人格・性情の

陶治という I~l (l~ にとって最迎であると考えられ

ていたほか、他にできる実科が希薄であったた

めに民業を実科として行わざるを得ないため

だったD しかし、職業教育を重視していなかっ

たわけではなく、その重姿牲は認識されており、

実科の I~I (!~には職業教育を合めるという考えが

あった口そして、職業教育が可能な施設では実

施されたほか、多くの施設で)よく棋索されてい

た。ただし、それはj長業ではなく、ミシン裁縫、

活版印刷、凶洋洗濯などを通してであった。ま

た、職業教育にあたっては、子どもの迫性に応

じるため複数の内容を実施することがより適切

とされた。

倒徳学i主!は成ftl会を通して、 I~I刑金や民 IM1 の

助成金を資金とし、技術の専門家や樹徳学部の

1=1 (1'0を型IlWi:する職員を川'111呆し、後援機関におい

て授広場を設立することで職業教育を実現し

た。つまり、 J[i託業教育の実施は施設規模の大小

だけでなく、職業教育の対象とできるような実

科を実践しようとする意欲のマ311L寄付金や地

域からの支援を得られるかによっても可否が変

わってくると吉える。すなわち、職業教育が可

能な施設や救出Iiの保保、そのための財政力、専

jllJ 9JI織を持つ者の出併である口一方、このよう

な支援を符られない感化院・少年救護院にとっ

て職業教育の実施は困難であった口

今後の課題としては、昭和戦前.i決I=j:tJUJだけ

でなく明治・大正j切における、 j長企業をはじめと

する尖科および職業教育のf立法づけを明らかに

する必安がある。

註

] )当時の少年救護抗で実施されていた知能のiHJj

定)51J2としては、 1937(11託手1112)年に石)11県育

成院で佐川されていた鈴木式のビネーシモン

法などがある(石川県少年救護協会[]937J 2)。

樹徳学i誌の子どもについては 1931 (昭和 6){r: 

lnから県のr:i1パi包学校で"i'i1fネ"1検査を受けており

cí市 IJlvn立イ~'J1!&~学 l重1 [1931J 22)、この時に知能

が測定された可能性がある。当時の知能検査

の諜j也に段!する研究としては杉田(1939)など

がある口

2) '1子';LLi成徳会は 1936(1昭和 11)年に、富IJIVrl. J)y: 1!&~ 

会に名称変吏した('j守山県成徳会[]936aJ 4)。

3 )前年の ]93](11日午116)年度における樹徳学i誌の

予算は9，52311Jであったから、 J)y:{忠会のミシン

裁縫は樹徳学問の予算の約 5分の lに相当する

11又誌を得たと言える('/号rJlI県五樹{忠学mil[1931J 

4)。
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The Factors of the Differentiation of Vocational Education from Practical Education in the 

Reformatory of Toyama Prefecture Before and During World War n in the Showa Period 

Tomoko TACHINAMl 

The pllrpose 01、thisstlldy is to clarify the factors 01' the clifferentiation 01' vocational eclucation白0111

practical eclllcation in the reforl11atory 01' Toyam乱 Prefecturebefore ancl cluring ¥入!orlcl¥，ヘ!ar11. JutOkll 

Gakllen， the reforl11atory 01' Toyal11a preたcture，proviclecl children in the reforl11atory with practical 

eclllcation in 1~lI'llling in orcler to cllltivate their character， rather than to train thel11 as farl11ers， because 

the teachers believed that larl11ing and nature coulcl rehabilitate thel11. As vocational education， Jutoku D 

Gakuen proviclecl thel11 with sewing ancl launclry training in the workshop even thOllgh such education 

was not cOl11mon in other reformatories in Japan. The reason Jlltoku Gakllen succeeded in providing 

children with vocational education is the clifferentiation 01' cultivation and vocational education by 

fOllnding the workshop with I~nancial support and teaching assistance 1"rol11 the cOI11Inunity 

Key words: Toyama Prefecture， re1"orl11atory， practical education， vocational education 

Graduate School ofComprehensive Human Sciences、Univel・sityorTsukuba 
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